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１月１５日発行 

第５１号 

雨
上
が
り 

 

２
０
１
１
年
が
始
ま
り

ま
し
た
。
期
待
と
希
望
を
込

め
て
新
年
を
迎
え
た
と
思

い
ま
せ
ん
か
？ 

市
長
候
補
の
み
わ
さ
ん
、

な
ん
と
も
威
勢
の
い
い
迫

力
の
あ
る
人
で
す
ね
。 

講
義
も
演
説
の
時
の
よ

う
に
「
バ
ク
ハ
ツ
ダ
ー
」
の

話
し
方
で
し
ょ
う
か
？ 

知
事
候
は
、
田
村
貴
昭
さ

ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。 

一
段
と
話
に
み
が
き
が

か
か
り
人
を
引
き
込
む
力

が
あ
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
。 

二
人
の
候
補
者
共
に
気

さ
く
で
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ

り
、
ト
ッ
プ
に
立
つ
べ
き
ふ

さ
わ
し
い
力
を
持
っ
て
い

ま
す
ね
。 

県
や
市
も
住
民
を
置
き

去
り
に
し
た
政
治
が
続
い

て
い
ま
す
。 

不
景
気
な
時
こ
そ
地
方

自
治
が
大
事
。 

力
を
注
い
で
い
く
べ
き

で
す
が
、
そ
れ
を
支
え
る
議

会
を
作
る
た
め
に
県
会
議

員
選
挙
も
一
人
で
も
多
く

の
議
員
を
と
思
い
ま
す
。 

県
と
市
で
共
に
勝
つ
。
期

待
と
希
望
を
込
め
た
新
し

い
年
明
け
に
す
る
事
が
で

き
る
か
、
私
た
ち
の
頑
張
り

次
第
で
す
。 

と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う 

ど
ど
～
ん
♪
ど
ど
～
ん
！ 

新
春
旗
び
ら
き
盛
大
に
開
催 

市
長
選 

知
事
選 

春
闘
を
一
体
に
闘
お
う 

 

み
わ
市
長
候
補
と
心
を
一
つ
に
闘
お
う 

 
ス
ラ
イ
ド
で
北
九
州
市
政
の
問
題
点
、
国
政
か
ら
も
小
池
さ
ん
が
指
摘 

 
 

 
み
わ
さ
ん
と
要
求
・
政
策
ト
ー
ク 

さ
あ
元
気
も
ら
い
ま
し
た
。 

書
記
長
が
お
こ
な
い
、
歓
談

に
入
り
ま
し
た
。 

 

引
き
続
き
和
太
鼓
演
奏
が

お
こ
な
わ
れ
、
参
加
者
の
気

持
ち
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま

し
た
。 

 

二
部
の
司
会
進
行
は
西
村

事
務
局
長
が
お
こ
な
い
ま
し

た
。
北
九
争
議
団
共
闘
議
長

嶋
さ
ん
の
紹
介
で
国
労
、
定

温
、
自
由
ヶ
丘
、
新
栄
会
が

決
意
表
明
し
ま
し
た
。 

 

加
盟
組
織
や
友
誼
組
織
の

代
表
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
新
年
に

当
た
っ
て
の
決
意
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
終
わ
り
は
、
北

九
州
の
う
た
ご
え
の
山
本
さ

ん
の
指
揮
で
「
が
ん
ば
ろ
う
」

を
合
唱
し
た
あ
と
、
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ウ
を
唱
和
し
て
閉
会

し
ま
し
た
。 

 

北
九
州
地
区
労
連
の
２
０
１

１
年
新
春
旗
び
ら
き
が
１
月
７

日 

小
倉
北
区
リ
ー
セ
ン
ト
ホ

テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
北
九
州
の

う
た
ご
え
合
唱
団
で
す
。 

 
新
春
の
夜
明
け
を
告
げ
る
よ

う
に
闘
い
の
歌
で
始
ま
り
ま
し

た
。
開
会
挨
拶
・
司
会
進
行
は
健

和
会
労
組
書
記
長
八
木
和
也
さ

ん
が
若
々
し
く
、
元
気
に
進
め
ま

し
た
。 

 

中
山
議
長
の
主
催
者
挨
拶
、 

 

来
賓
挨
拶
は
梅
野
県
労
連
議
長
、

真
島
日
本
共
産
党
県
会
議
員
、
み

わ
市
長
候
補
、
県
知
事
候
補
発
表

直
前
の
田
村
貴
昭
さ
ん
な
ど
が

さ
れ
ま
し
た
。 

 

乾
杯
の
前
に
、
和
太
鼓
・
夢
限

太
鼓
の
ド
ド
～
ン
、
ド
ド
～
ン
と

腹
の
底
に
響
く
、
力
強
い
勇
壮
な

演
奏
が
参
加
者
に
新
春
の
新
た

な
闘
い
へ
の
決
意
を
起
こ
さ
せ

ま
し
た
。 

 

乾
杯
の
音
頭
は
水
流
彰
春
闘

共
闘
・
国
労
北
九
州
地
区
本
部 

 

 

 

１
月
１
０
日
、
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー

ル
で
「
み
ん
な
の
声
を
あ
つ
め
る

つ
ど
い
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

成
人
の
日
、
駅
伝
な
ど
と
も
重

な
り
ま
し
た
が
、
小
雨
降
る
中
、

１
３
７
０
人
の
人
が
参
加
し
ま

し
た
。 

 

「
つ
ど
い
」
は
初
め
に
北
九
州

市
政
の
問
題
点
を
ス
ラ
イ
ド
で

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と

小
池 

晃
日
本
共
産
党
政
策
委

員
長
が
国
政
か
ら
見
た
市
政
な

ど
の
問
題
点
を
解
り
や
す
く
話

さ
れ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
５
人
の
代
表
が
ス
テ

ー
ジ
に
上
が
り
、
み
わ
さ
ん
へ
の

要
求
や
期
待
を
各
自
が
述
べ
、
み

わ
さ
ん
が
一
つ
一
つ
応
え
、
最
後

に
決
意
表
明
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。 

 
労
働
者
総
決
起
集
会 

 
 

北
九
州
地
区
労
連
を
始
め
党

派
を
超
え
て
１
９
日
に
は
労
働

者
市
長
選
勝
利
へ
向
け
て
労
働

者
総
決
起
集
会
を
開
き
ま
す
。
皆

さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。 

http://www.geocities.jp/k_roren/
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市職労は、市役所で働くすべての職員・非正規職員の組織への加入がで

きる労働組合として結成以来奮闘しています。市役所の仕事は、ゆりかご

から墓場までと言われるように、病院・保育所・学校・区役所・環境事務

所・水道・斎場などの市民生活に関わる全ての仕事に関係する職場に組合

員がいます。 

 谷、末吉、そして北橋市政によって、市民サービス切り捨て、職員と人

件費の削減のための人員削減、委託化、指定管理者制度導入を推進、機構

改革や事務の「見直し」のための「北九州市経営改革大綱」による門司病

院の指定管理者制度導入、区役所税務組織の集約による市税事務所設置な

どで具体化されました。また、若松病院の民間委譲、保育所や給食の民間

委託が保護者や住民の不安や反対の声を押し切って進められています。 

いま、人員不足による市民サービスの低下を食い止めるためにも、8,000

人体制の見直しを求めてたたかいをすすめています。 

職員が健康で働きつづけられる職場づくり、市民が安心して暮らせる市

政を目指して２月６日投票の市長選挙では三輪俊和市長誕生への運動を

現在最優先課題として取り組んでいます。 

昨年１２月２９日の年末出勤職場への激励あいさつには三輪さんにも

同行してもらいました。その中で、斎場職場でのあいさつでは、三輪さん

が年末年始も市民のために頑張る職員を見て、目頭を熱くしてあいさつし

た三輪さんに、職場の仲間も役員も感動して、なんとしても一人ひとりの

職員、職場を大事にする市長を誕生させるために、組織をあげて奮闘中で

す。 

自治労連北九州市職員労働組合 

小倉新栄会事件 
平成 20年 1月 31日に小倉新栄会側より、契約期間満了、

清水診療所の閉鎖を理由に雇い止め（解雇）の通知を受け、

地位確認を求めて同年6月に県労働委員会へ斡旋の申し入れ

を行いましたが、新栄会側の一方的な理屈で不調に終わりま

した。 

同年 11 月より、地労委へ不当労働行為の申し立て（地位

確認）を行いましたが、新栄会側の不当労働行為については

グレーゾーンではあるが、明確な確証がないとの理由で却下

の命令が下りました。 

今後の闘いを中労委へ異議の申し立て、地裁での裁判、労

働審判かと悩みましたが、今年の 4月より、小倉地裁で労働

審判ができるということで闘いました。 

今までは解決策を一切受け付け無かった新栄会側ですが、

自分たちの過ちに気づいたのか？労働審判委員の案を受け

入れるということになりました。 

皆様方ご支援者のお力添えで解決にいたりましたことを

ご報告申し上げます。 

又、ここまでの経緯につきましては、医労連、地区労連、

各支援組織の皆様の支援以外にほかならないと実感してい

ます。 

私 1人では何もできなくて、多分悔しい、情けない思いを

しながら愚痴で終わり、今も引きずりながら毎日を送ってい

ることと思います。 

皆様方には改めて、この場をおかりしまして、御礼とご報

告をいたしたく思います。           以 上 

平成 22年 12月 27日 

森田 日出東 

福原学園、行政裁判は上告せず！ 
 福原学園は、自由ケ丘高校教職員組合に対する不当労働行為の県労働委員会の救済を取り消す行政裁判をおこしていましたが、こ

のたび、高裁の判決に従い上告をしませんでした。 

福原学園 自由ケ丘高教組に謝罪!!  

高校職員室に謝罪文を掲示！！ 

掲示期間 12月 16日（木）～12月 29日（水） 
平成 22年 12月 16日（木）福原弘之理事長は、自由ケ丘高等学校教職員組合に対する数々の不当労働行為について、書面で謝罪

をしました。同じ内容の書面が、16日午前、高校職員室の管理職席の背後にある掲示板に、Ａ２判（縦 60センチメートル、横 42

センチメートル）の用紙で掲示しました。その後 12時半に、本部職員３名が組合事務所に出向いてこの掲示内容を記した文書を読

み上げ、手交されました。 今回の謝罪は、評価できます。今後は、学園にあるすべての組合に対し、校正・誠実な対応をとり、組

合活動を保証するよう期待します。 

高裁も自由ケ丘高校井上校長等の不法行為(不当労働行為)を断罪！ 
   今回の学園の謝罪の背景として、平成 22年 12月２日の福岡高裁の行政裁判の判決があります。高裁は、自由ケ丘高校管理職が

不当労働行為を行ったと認定した県労働委員会命令を基本的に認め、福原学園に謝罪を命じました。つまり、当時の組合活動の正当

性が認められ、高校管理職による組合への行為は不法として断罪されたのです。 

 平成 19年 3月、本組合を結成しましたが、その結成の翌日から、本組合に対する当時の高校管理職の組合攻撃はすざまじいもの

でした。 

 当時の副校長の平氏は、前田先生に対し「おい、お前」「貴様、それでも教員か」と到底教育現場とは思えないような暴言の数々。 

 職員朝礼で校長は、組合員に対する非難等を積極的に容認する「他に言うものはいないか」という発言をしたり、組合への抗議署

名に協力してほしいという職員の発言について「皆様方、よろしくお願いします」と署名活動について協力を要請したりしました。 

 このように、当時の管理職は、憲法に基本的人権と並んで保障されている労働組合の権利や言論の自由を抑圧する対応をとりまし

た。また、福原理事長他、学園もこの対応を是正することなく、放置しました。彼らの権利意識の低さは、厳しく批判されるべきで

す。 

 高裁判決は、憲法で保障された労働組合の権利を侵害することは許されないことを示し、学園はこれに従いました。これは組合が、

権利侵害を許さない立場から、毅然と異を唱えたからこそ勝ち取れた勝利です。民主的な学園や教育現場の構築は、組合を含む働く

教職員や学生・生徒の権利が大切にされることが必要です。私たちは、これからも、民主的な職場構築に向け、教職員の権利を守る

ため活動を続けます。  

 

 


